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ア ナ トー リイ ・ キ ム の 長編 『りす』 の

　　　　　　　　　　　　　　作品構造 と文体研究

崔 建　 　永

　　　　　　　　　　　　　　　 は じめ に

　画家 をめ ざして い た ア ナ トー リイ ・ キ ム （1939年生 まれ）は モ ス ク ワ の 美術

学校を 中退 し， 詩作を 始め る 。 3 年間の 軍役後1963年に 除隊す る が 芸術活動 に

対す る 内面的葛藤の なか で ， 書い た詩や 小説を 燃 した りす る
。 労働者や技師 と

して 生計を立 て なが ら作品を書 き続け る が ， 文学大 学 の 卒業 （1971年）後に も

思 うよ うに 発表 の 機会を得 る こ とが で きず ， 8 年 もの 長い 間 ， 短 編の 原稿をか

か えて 編集部の 門を 出入 りしなければ な らなか っ た 。

ω

　 つ い に 1973年 に な っ て レ ニ ン グ ラ ー ドの 文芸誌 「ア ヴ ロ ー ラ」 の 1 月号 に 短

編小説 『ミ ョ
ー

コ の 野ば ら』 と 『水彩画』 が 発表 で きた の は
， 前か らキ ム が知

りあ っ て い た俳優 ス モ ク ト ゥ ノ フ ス キ イの 編集部 へ の 依頼に よ っ て で あ っ た 。
〔2｝

キ ム は これ に よ っ て 文壇 の 注 目を集め ， 1976年に 出た最初 の 作品集 『空 色 の

島』 に い た っ て は 多 くの 読者層を確保す る よ うに な る が ， そ れ は キ ム が在 ソ 朝

鮮人 や サ ハ リ ン な どを取 り上 げなが ら作品 を通 し て 朝鮮 の 伝統 的な要素を 素材

に した 独特な世界を えが くの に 成功 した ため で あ る 。 しか しそ れ は 主 と して初

期の 作品 に 著 し く， 表面的な 印象に す ぎない 。 キ ム が デ ビ ュ

ー
以 来注 目され る

よ うに な っ た の は ， む しろ ， そ の 斬新な言語感覚， 大胆 な作品構成 ， 実験 精神

や幻想性な ど に よる と思 う。 キ ム の 作品 にた い して は ， ア ソ ” ソ ス キ イ や セ ミ

ョ
ー ノ ヴ ァ の よ うな 批評家の ほ か に も，

リー ジ ン
，

ト リー
フ ォ ノ ブ

， リチ ＝・　一

チ ン
， キ レ ー エ フ な どの 作家 に よる評 価が多い の もその た め で あろ う♂

3｝

　1980年代 に は い っ て か ら もキ ム は 『卩
一 1・ス 』 に よ っ て 代表 され る実験小説

をふ くむ ， 中編を中心 に 精力的な創作活動を つ づ け ， い くつ か の 論争を ま きお

こす と と もに ， ドイ ツ や フ ラ ン ス な どの 西 側で も翻訳 され ， 広 く知 られ る よ う

に なる 。
［4｝ ドイ ツ 語 ，

フ ラ ン ス 語 ， ポ ー ラ ン ド語 ， 韓国 語な どに 翻訳 され た 『ロ

ー トス 』 に お い て す で に ， キ ム の 実験 小説 は 独特 な作品構成 と文体を見 せ て い

るが ， その 精神は 1984年に 発表され た 初の 長編 『りす』 で 絶頂 に た っ する 。

（5｝
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　文芸誌や薪 聞 に お い て 『りす』 に た い す る 論争が つ づ く最中に ペ レ ス ト ロ イ

カ を むか え る よ うに な る が ， キ ム は 「1985− 88年1 の 間 に ほ とん ど作 品を 発表

して い ない
。

つ い に 1989年 に な っ て 『りす』 に つ づ く第二 番 目の 長編 『父なる

森』 を 「新世界」 誌の 4− 6 号に 発表 す る 。

（6｝ こ の 長編は キ ム の 文学 に お い て は

rりす』 の 延長線 と して 見 るべ きで あるが ， その 舞台を P シ ア の 森 「メ シ チ ョ

ー ラ」 に し ，
ロ シ ア 人の 3世代 を え がい た 作品 で ， 「ロ シ ア の 作家」 と し て の

キ ム の 思 想が も っ と もは っ き りと展 開 され た もの と もい え る 調

　 また 1989年 に な っ て キ ム は 祖先 の 国の
一 部 で ある韓国を は じめ て 訪れ ， そ の

後は 韓国の 読者の た め に ， 自ら筆を と っ た 挿絵付 きの 随筆 ，回想， 短編小説な

どを 発表す るが ， 1990年 の 2 回 目の 韓 国訪問の 時に は 1 ヵ 月以上 も滞在し なが

らソ ウ ル で 作品を書 ぎ上 げる に 至 る 。 韓国で お こ な っ た い くつ か の イ ン タ ヴ ュ

ーや 随筆の 中で ， キ ム は 自分の 作 品世 界が 転換点 を迎 え て い る こ とを ほ の め か

して い る ♂811990 年 まで ， キ ム は 70余の 短編 　7 つ の 中編 　2 つ の 長 編 戯 曲 ，

シ ナ リオ ， 児童文学 ， 評論 な どを発表 して い る 。

C9）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　1

　ブル ガ ー コ フ の 死後 20年以上 もた つ 1960年代の 後半 に r巨 匠 と マ ル ガ リ
ー

タ 』が文芸誌 「モ ス ク ワ 」に 発表 されて 以来 ，
ソ ヴ ィ エ ト国 内に お い て は 1970年

代 ， 80年代 の ペ レ ス ト P イ カ の 時期 ま で に ， こ の よ うな幻想的 なモ チ
ー フ に み

ち て い る 自由奔放 な小説は まず発表す る こ とが で きなか っ た 。 特に 1970年代 は

い わ ゆ る 「農村文学」 や ア イ ト マ ー ト フ の よ うな各民族 と共和 国の 作家に よ る

作品 が 主 に 国 内で 出版 され る反面， ア ン ド レ イ ・ビ ー
ト フ の 『プ ー シ キ ン 館』

や 文集 『メ ト μ ポ ー
リ』 の よ うな実験的 な試み は ソ連で は 出版 され な か っ た ♂

i匸1

パ ノ
ー ヴ ァ ， カ ヴ ェ

ー リン ， カ タ ー エ フ に よる
一 部 の 作 品 に お い て は 実験的な

散文や文体が見 られ るが ，
ブ ル ガ ー コ フ の よ うな 「過激性」 に は 及ばず ，

こ の

世 代の 活動は 終幕を む か え る 。

　 こ の よ うな状況 の 中で 発表 され た キ ム の 実験小 説 『ロ
ー

トス 』 （1980）と 『り

す』 （1984）は ， 文学 的に 評価 され る 前に ， まず非難 と 「没理解」 の 的 に な っ

て し ま っ た
。

た とえば ，
「． マ ル コ フ は 1986年の 作家同盟大会 の 演説 の なか で

キ ム の 小説 『りす 』 を取 り上 げ ， 「悪 ， 俗物根性 ，

エ ゴ イ ズ ム に 関す る抽象論

議 に す ぎない 」 とは げ し く非難す る 。

dlll）また ， 厂文学新 聞」 に は Bn．ノ ヴ ィ コ

フ と Bc．ス ル ガ ノ ブ の 論争が， 「文 芸 評 論」 誌 に は A ・ネ ム ゼ ル と JI・ア ン ニ

ン ス キ イの 論 争が発表 され た 評
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　物語的長 編 （POMaH・CKa3Ka ）と副題が つ い て い る こ の小説 は ， 全体の 構造 と

して は 主 人公 の 「× × 氏 ＝ りす」 に よ る ， ある女性に 対す る告白 ＝ 物語 とな っ

て い る 。 主人 公 の 持 つ い ま ひ とつ の 分身で あ る 「りす」 は ， 人間 の 中の 動物性

を示 す寓話的意味 とも読め るが ，
ロ シ ア 語で は 「 ＿ Mn − BeaKa」 と書 く。

こ

の 主 人公 りす （× × 氏）に よ っ て 話が 進め られ るが ， 彼 の 変身や ほ か の 魂へ の

乗 り移 りに よ っ て語 り手 も変わ っ た りす る 。
こ の × × 氏 ＝ リ ス の 話 しは 自分を

ふ くむ 4人 の 若い 画 家 た ち の 運命 と死 に 関す る もの で ， そ れ は 生前 と死後に お

け る （又は ， 蘇 っ た 人の ） 4 つ の 魂 と 4 つ の 意識まで に 及 ん で い る 。

　主人公 た る りすの 回想に よ っ て 小説 は 始 ま る
。 朝鮮戦争の さ な か に 父 母 を な

く し， 孤児 とな っ た 3歳の 主 人公は ， その 時 ， 森 の 中で 出会 う りす に よ っ て お

の れ の 出 自が りすで ある と信ず る よ うに な る 。
こ の 世に た っ た独 りに な っ た こ

の 子供は ， ある ロ シ ア 人の 夫婦 に 養子 と して ひ ぎと られ て サ ハ リ ン で 成長 し ，

の ち モ ス ク ワ の 美術 学校 に 進み ， 自身 と同 じ く画家 を夢 み る 3人 の 友に あ う。
03〕

彼 らは主 人公と同様に 非 ロ シ ア 系で ，
ア ク

ー
チ ン

，
ル

ーq　一チ ン
，

ア ズ ナ ウ リ ャ

ー
ン とい う名字を もつ

。

　どん な生 き物 に も変身 （npeBpa 田 eHvae ）す る こ とが で きる主 人公 は ， 他 の 動

物や人間の 魂に もの りうつ る こ との で きる 能力 （fiepeBOHnOlueHvae ） を もっ て

い て ， つ い 1こ は ，人 間の 仮面をか ぶ っ てい る こ の 世 の 獣 ど もに 気付 く。 それ は

実に さ ま ざまな 「人面獣心」 （060POTeHb ） た ちに ほ か な らない 。

〔1dl） まさ に こ の

人 面獣心 た ち に よ っ て 三 人 の 友人 も こ の 世を あ とに した の で あ る 。 また ， こ の

人面獣心 た ち に よ っ て 地球全体 に お い て 1本 当の 人間」に 対す る 「ある陰謀」

（3arOBop 　 3Bepe 竕 がた くら まれ て い る の を見 ぬ い て い る リ ス は つ い に こ の 陰

謀 を暴 こ うと決心す る 。
つ ま り， そ れ に よ っ て 自分 は 人間に 生 まれか わ るの だ

と考え る 。 森か らの 使者は ， 主人公 の りすの とこ ろに きて
， 本来 の 森 （「Haiii

3eJleHbla　J！ec」） へ もどる こ とを勧め る 。 が ， りす は森 に もどらず ， 人間に な

る決 心 を強め る 。 しか しそ の た め に は お の れ の 中の 「りす」 を殺 さな けれ ば な

らぬ と， つ げ られ る 。
つ ま り， 自分 と同 じ本当の りすを殺す よ うに 言われ る。

　ある 出版社 の 役人 に な っ て い る主 人公 は ， あ る 日狩猟に 出か け る 。 狂乱 して
’

い る 猟犬を つ れ て ， 狩 りに 熱中 して い る 。 その 時 ， 森 の 中で 彼の 犬に りすが噛

まれ て し ま う。 か まれ た りすの 体は 血 まみ れ に 切 られ て ， 惨め に 死ん で い く。

思い が けず ，
こ の りすの 破滅の 張本 人 とな っ た 主人 公は ， 死 ん で い く りすを見

な が ら， 3歳 の 時 ， こ の 世で は じめ て 出会 っ た りす の や さ しい まな ざしを記憶

の そ こか ら思い 出す 。
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　人類の 始祖 ア ダ ム とイ ヴ との 問に 生 まれ ， 嫉妬か らそ の 弟 ア ベ ル を殺 した カ

イ ソ と同様 に ， 同族殺戮に よ っ て 人間に な っ た 主人公は ， ずた ずた に 引ぎさか

れ て い る りすの 前で 「い ずれ に して も」人 間に な っ た こ とを喜ぶ 。

　本当の 意味で
，

こ の 小説を 「あ らす じ」で 再現す る こ とは不 可能に 近い
。 人

間の 本性 と して の 善 と悪 の 問 題，真の 芸術 と創造の 問題，死の 超克 と永遠の 問

題な どの 「古典的」 な テ
ー

マ が ， キ ム が構築する 小説の 形式の 中に 融合 され ，

回想 ， い の り， 対 話 ， 「内的独 白」， 多様 な シ ン ボル に よ っ て 語 られ る 。 小説

全体は ， ある絶対者か ら与え られ た使命と して の 「りすの 歌 （neCilfl）」 に な っ

て い て ， そ の 中で 「生の コ ー
ラ x （Xop ＞KH3HH）」 が繰 り返 し流 さ れ た り，

「不滅的な霊魂 ＝ わ れわ れ （・Mbl）」に よ る合唱 が歌わ れ ， 人間の 意識が把握す

る世界は ， 時間 と空問 の 中に 共 存 して い る 「あ らゆ る もの 」 の 溶 け合わ され た ，

ポ リ フ ォ ニ ッ ク な世 界 と して 描か れ る 。
つ ま り， ポ リフ ォ ニ イ音楽の 根底に あ

る原理 を こ の 散文 の 作品に 移す とい う試み で ある 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2

　木来は音楽用語で あるは ずの 「ポ リ フ ォ ニ イ」 を文学用 語 と して ， そ の 意味

を広げた の は パ フ チ ン で ある 。
パ フ チ ン は ， 「芸術家 と し て の 」 ドス トエ フ ス

キ イの 独創性 を 明 らか に す るた め に 「ポ リ フ ォ
ニ イ小説」 とい う語を 用い た の

だ が ， その 意味で パ フ チ ン は 「ポ リ フ ォ ニ イ」 に ， 芸術的思考の 原理 と創作世

界に お け る 1 つ の 手法 とい う新た な， よ り広い 意味を与 えた 。
つ ま り， パ フ チ

ン に よ っ て 「ポ リ フ ォ ニ イ小説」 とい う新 しい ジ ャ ン ル が生ま れた だ けで は な

く， そ れ よ りも意味深い の は ， 新 しい 芸術 的思考 の 可能性が付与 され た こ とで

あろ う。

　 しか し こ こ で 注 目しな ければ な らない の は ，
パ フ チ ン に よ る 「ポ リ フ ォ ＝ イ

小説」論の もつ 「自立 性」 で あ る 。 1ドス トエ フ ス キ イ は ポ リ フ ォ ニ イ 小 説 の

創造者で ある」 と，
パ フ チ ン は 言 うもの の

， それ は ，
ドス トエ フ ス キ イ の 創作

を検 討 す るた め に ポ リ フ ォ ニ イ小説 の 概念が 創 り上 げ られた こ とを か な らず し

も意味 しない 。 ポ リ フ ォ
ニ イ 小説 と して ドス トエ フ ス キ イ の 作品を え らん だ の

が ， 最適の 選択で あ っ た保障に は な らない の で ある 。 さらに パ フ チ ン は ， 改訂

増補版 『ドス トエ フ ス キ イ の 詩学の 諸問題』 （1963）の 「序文」 の 結び に お い

て
， 「ポ リ フ ォ ニ イ小説」 とい う 「問題」は こ の 再版を 出すに あた っ て も相 変

わ らず 「問 題」 として の こ され て い る と明らか に し な が ら ， 「ポ リフ ォ ニ イ小
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　い うまで もな く， キ ム は ポ リフ ォ ニ イ音楽の 頂点 と して
，

バ ッ ハ の 音楽 を考

えて い る
。 音楽 に お ける最高の メ P デ ィ

ー
の 実現 ともい え る ポ リフ ォ

ニ イ とい

うの は ， 異 な っ た もの が溶け合わ され ， 調和 の とれた 統一 体を生み 出す こ とに

な るが
，

こ の ポ リフ ォ ニ イ音楽 の 根底に ある原理 を小説作品 へ 移そ うとす る の

がキ ム の 意図だ とすれぽ ， こ の 場合 「ポ リフ ォ
ニ イ小説」 とい う理 論の もつ 比

楡的性格は 弱め られ ， その反面 ， 単語や 文章の もつ 物理的 ・ 構造的技能が強化

され るの は充分予測 され る。 した が っ て ， キ ム の散文 で は 単語 と文章 の レ ベ ル

に お い て まず ポ リ フ ォ ニ イ技法 が見 られ る の だ が ， ま さに こ の 点で ， ドス トエ

ス キ イの ポ リ フ ォ ニ イ とは 異なる もの で もあ る。

　 しか し ， い か に して 単語 と文章に ポ リフ ォ ニ イ性を持た せ るの か 。 まずは ，

個人思想体系 として の シ ソ ボ ル が用い られ るが， その 中で も 「人 間意識 の 多

声」や 「生 と死 ・ 時間 と空闘を こ えた 合唱」 な どを あ らわ す単語 も繰 り返 され

る。 た とえば ，　＜Mbl＞　＜XoP　冫KH3HH＞　＜9enoBellecKoe 　皿yxoBHoe　Mbl＞

〈0 朋 HoqecTBo ＞＜BegHblti＞KHBonHcen＞〈OTeU　Bce冱eHHo 苴〉 な どが ある
。

ま

た ， 単語や語結合 に 二 重 の 意味を もたせ る場 合も よ く見 られ る
。

Pycb　AepeB 兄HHaH 　（42頁）

Tyr 磁 HHpoxna 双Hblti　BeTep ＞lcx3HH （126頁）

rla舐 a　pa3yMa（153頁）

文章に お い て は 詩的音楽性の 効果を さそ うよ うな配列が用い られ るが ， こ の と

きえ らぼ れ る単語 の もつ 響きは
， 話の ながれ の 中で は 感覚的状況 も伝え る 。

Ayx −noKpoBHTeJlb … BKyxoHHoM 　Bo3 八yxe （87頁）

comeJI 　c　yMa，
　 Kal｛ Hero 　MaTy 皿IKa （255頁）

oblJlo 　ol耳yLロeHHe 　 KaKoro 卩To 　yliyuteHy！n 　kZbU貝 丿

　文章 の レ ベ ル で 行わ れ る実験 の 中で もっ と も多い の は ， 1 つ の フ レ ー ズ の 中

に複数の 声を結びつ ける乎法で あるが ， 単に 文の 中で 多数の 異な っ た 話者に 語

らせ るに とどま らず ， 話の 流れに よ っ て は 語 り手の 変移に お い て 頻度や長 さの

調節が用い られ る
。

こ こ で は 簡単 な例 を上 げて 見 る。 （パ ラ グラ フ の 中 で 語 り

手が変わ る こ とだけで は な く， 続 くパ ラ グ ラ フ ご とに 語 り手が変わ り， それ らは

場合に よ っ て は 2 人の は げ しい 台詞 が交わ され る演劇や オ ペ ラ を彷彿 させ る 。 ）
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　只　yMvapan　c　
I｛yBcTBoM　BenHgati 田 ero 　o6ner 【leHHH

，
　 a　兄　xopoHvaJla 　ero 　c

MbIcnbK ）
，　

LITo
　oH 　nonnaTilncH 　He　 3a　cBolo 　BHHY ．．．．．．（94頁）

　月 BABcTpanHn
，　 a　 H 　 B　MIocKBe

，
　 a ∬ HeAaBHo 　 BoccTaJI ｝13　rpo6a 　M　He

ロo 角My
，
　r 双e　Haxo ＞Kycb 　＿，．．．（132頁 ）

　 こ の よ うな単語 と文章を通 した 言語実験に よ る 文体 は ， ほ か の 様 々 な作品構

造を も っ て よ り立体化 され る 。 ポ リ フ ォ
ニ イ こ そが世界を組織する原理 だ と考

え る キ ム に よる と ， 私た ち の 意識は こ の ポ リフ ォ ニ ッ ク な世 界 をつ ね に ポ リフ

ォ ニ イ と して 把握 して い る こ とに な る。
こ の よ うな 体験 に お い て ， 厳格な年代

記は 存在 しない の で あ る
。 人間の 精神活動か らの 結果は 蓄積 され る とキ ム は 信

じて い るが ， ほ か の 「あ らゆ る もの 」 も また時間 と空間の 中に 共存 して い て ，

次 第に 変わ っ て い くと も言 う。

　 こ の よ うな世界認識が 『りす 』 の 作品構造 に お け る ポ リ フ ォ
ニ イ へ とつ なが

る 。 実際 の テ キ ス トに は ， 各登場 人 物の 声 ， 4 人 に よ る集団的な声， 全能 な作

家 の 声 ， 全人類的合唱の ほ か に ，
こ の 『りす』 を小説 と して読ん で い る読者 や

文学批評家か らの 問い とそ れ に 対す る作家の 応答に よ る 「対話」 が ， 小説の 中

で 繰 り返 され る
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る e
［ISI 物語 として 動物を登場 させ る ， 小説 の 寓話 的内容は ， しん らつ な諷 刺の

た め の 武器 とな っ て い る 。 また ， 次の よ うな直線的な裘現 も見 られ る
。

　只 pe互aKTop ，　a　Tbl　pblno瓜e』b（pHHbe，，．（142頁）

　MeHfi　HcKJ 田 〕q｝MH 　3a 《ΦopMaJm3M 》
，
　xo ’rll　oΦHUHaJIbHo ＿ （162頁）

　TBo 画　cTH みb　Ha ！loe，n　TaKoMy 　ToHIくoMy 　I｛ MHoroo6pa3HoMy 　cTvanlicTy
，　KaK

Halu 　 MaBHb 磁 peAaKTop ．．．（168頁）

　OHH　lmqero 　He　MoryT 　c皿enaTb 　c　MOHMH 　IくapTHHaMH
，
　 ocTaBJ 互eHHblMH 　B

HpocTpaHcTBax
，
　HeJLOCTYnHblx 八朋 HXx ．（189頁 ）

　 『りす』 が出版 され て か ら読 者 の 注 Rを 集 め た の は こ の よ うな諷 刺に よ る お

もしろ さで あろ う。
ブ ル ガ

ー
コ フ 以来 ，

こ れ ほ どの 作品 が出版 された こ とは な

か っ た の で ある 。 しか し ， こ の 作品の もつ 文学史的意味は ，
こ の よ うな諷刺の

精神 とか 自由奔放 な幻想 で あ る よ りは ，「哲学的基盤 の 導入 」 に よ っ て 完 成 さ

れ るポ リ フ ォ ニ イ 小説 の 試み で あ る と思わ れ る。

　人閭は 精神に お い て 変わ っ て い か なけれ ばな らな い ， また そ の 変化 は 「精神

圏」 （HoocΦepa ）をめ ざす積極的進化論で ある ， とい う哲学が小説全般に 貫か

れ て い る 。 変身 ・変容の モ チ ー フ や 「テ イ ヤ ール ・ド ・シ ャ ル ダ ソ 」（222頁）

が 登場す るの もそ の た め で ある
。

　主人公に よ っ て語 られ る くCKa3Ka ＞ の 形式を 取 っ てい る こ の 小説は ， 反復 し

て 出て くる ， あ る女性へ の 「長い
， 内的独白に よ る告白」 （232頁 ） とな っ て い

る 。 こ の 女性に つ い て は 最後 まで 明らか に されない が，愛人で あ っ た り， 創作

の た め の 唯
一

の 支え とな る絶対者で あ っ た り （237頁）， 主 人公 の 人間 と して の

生 まれ変わ りを所管す る （145頁） は ず の 神に 近い イ メ ージ と して も出て くる 。

しか しキ ム の 作品世界で は こ れは 母や 妹 で もあ り，
「永遠に 女性的な る も の 」

で もあ り うる 。
こ れは ， 「愛 の 天上 的対象は 単

一
で あ り」， それは 「永遠に 女性

的な る もの 」 だ とする ヴ ラ ジ ー
ミ ル ・ソ ロ ヴ ィ ヨ フ とテ イ ヤ

ー
ル ・ ド ・ シ ャ ル

ダ ソ の 両老に 見 られ る概念で もある 。

　 また ， キ ム は テ イ ヤ ール ・ ド 。 シ ャ ル ダ ン の 〈
．
形態変化〉や 〈昇華〉の 概念

を も っ て，変化の 2 つ の 区別 を考 え （＜叩 eBpa 皿 eHHe ＞と ＜TlepeBoHJIOni ［eHHe ＞），

人間精神の 変化に よる愛の エ ネ ル ギ ーの 蓄積を主張す る 。 テ ィ ヤ ール に と っ て ，

「《昇華》の 結果 で は あ る が ， い まだ 《情念》で ある とこ ろの 愛の 精神的諸形態

は ，低次の 情念的 な それ らの 《基底》の ま さに 《創造的な》形態変化に 由来す
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　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　　 　 ロ

る 。 すなわ ち ， 現実の 昇華や形態変化 に と っ て は ， か な ら ず ， 《昇華 させ》，

《形 態変化 させ る》因 子が 存在す る とい うこ とで ある 。」
画　こ れが キ ム に お い て

は ， 次 の よ うに な る 。

　人間は つ ね に 変わ っ て い くと信ずる キ ム は （「qeπoBeK 　 HellPeMel −IHO 　 nPeo −

6pa3HTc別 ， 「qeπoBeK 　eLIIe　H3MellHTCfi 」）『りす』 の 主人公 に ， 2 つ の 「変化」

の 能力 を もた せ る 。 まず， りすは 「変身」 （npeBpauaeHMe ）の 能力を も っ て 「人

間 と りす」 の 間 を往復す る こ とが で き る 。 主人公た る りす は ， 人聞 と し て は

「× x 氏」 （．，． m
”
a）で あ りな が ら 「動物的 な性 質」 と し て の 「りす 」 と

一
体 に

な っ て い るが ，
つ い に は 自分 の 中の 「りす」を 殺 して 人間 と し て 生 まれ 変 わ

る 。 また ， 人 間 は こ の 「変身 」 に よ っ て 「人 面獣心 」 （060POTeHb ）とな り， 反

人類的 「陰謀」 （3aroBop 　o6epo ’r｝leti）に 加わ る 。

　主 人 公は また 「変容」（flepeBOU 」IOIueHHe ）の 能 力 もも っ て い る 。 彼の 魂は ほ

か の 人聞や動物 の 魂へ の りうつ る こ とが で きる 。
こ の よ うに ほ か の 人の 魂へ 飛

び移 りなが ら語 るた め ， ひ とつ の 場面 ， ひ とつ の パ ラ グ ラ フ
，

ひ とつ の 文章の

中で 「多声」 を伝 え る こ と も可 能に な る 。 そ れぽ か りか ， すで に 死 ん だ 3人 の

友人た ち の 生前 と死後の 時聞 とあ らゆる場所を 自由に 往復 しなが ら， そ の 心理

的過程 が描か れ る こ ともあ る 。 そ こ で は あ るひ と りの 中で 行われ る過程の み な

らず （た とえ ば ， りす が犬に 噛 まれ る
一

瞬 の 心理 描写）， 魂 か ら他 の 魂へ の 移

行の 過程 まで もが 語 られ る 。

　 こ の 2 つ の 概念に は 哲学的 な意味が こ め られ て い るが ， 小 説 の 内容に お い て

は寓話的な幻想性を生み 出す。 《HpeBpameHvae ＞ は ， ひ と りの 個人 （fi）の 中に

ある 「
一
動物性」 を あ らわ し ， 肉体的 な r変身」 で ある反面 ， ＜IlepeBOIIJIonrellHe ＞

は 精神的な変化に 近い 「生 まれ変わ り」 で あ っ て ， 個人 （fi）は これ に よ り不

滅 の ム イ （6eccMepTHoe　Mbl）に な る。

eo〕こ の よ うな人 問の 精神面 で の 変化は ，

生物圏 （6HocΦepa ）が ， 人 間 の 知 的活動か らの 「変化」 に よ っ て 「精神圏」

（cΦepa 　Pa3yMa）へ と進化 して い く， とい う rHooc（Pepa的思考」 に もむすび

つ く。

npeBpa 皿ceHvae

　 （変身 。transformation ）

人 間 ← → りす

060POTHHueCTBO

O双HHoqecTBo 　（只）

Hepe 協OHJIo 瓢 eHHe

　 （変容 ・trans丘guration ）

4 人 の 声 ・意識 ・魂

TBopqeCTBO

6eCCMePTHe （Mbl）
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　 双oporo 剃 が ア ナ トー リ イ 。キ ム の 作品論 と し て く＜Apy＞i｛6a　 HapoAoB 》 に 発表 さ

　 れ た 。

　 ＜＜．IloToc＞＞ の ドイ ツ 語版は ，
　 Wo 工fgang　 Kasack の 訳 で 1986年 「Suhrkamp 」文庫

　 （No ．922） と し て 出版 さ れ た 。 ／988年
，
tC　et

，
フ ラ ン ス 語，

ポ ー
ラ ン ド語 ， 韓国 語 な

　 ど の 訳 も禺版 さ れ た
。

（5）　A ．A ．　 KHM ．　 BenKa ： PoMaH −cKa3Ka ．鼡．： CoB．　nHcaTenb ，
1984

，
272　c ．（1987年 ，

　 1988年 に 出た 作品集 に も は い っ て い るが ， こ の 論文 4）本文 中 の 引用は 1984年版 か ら

　 の ペ ージ 数で 示 す 。 ）

（6）　『OTeq−Jlec』 の 単 彳了本 は 1989年 20万 部 出版 さ れ た
。

（7） 『OTeq −nec 』 に っ い て は
，
　 KapeH 　 CTenaHfiH に よ る評 論 の 中 で 「作家の 人 間不

　 信 」 な ど の 点が 取 り上 げ られ て い る が （「文学新聞 」 1989年 4  号），
こ れ に 対 し て は

　MapHHa ．［lyTI《o に よ る 反論 が 出 され て い る （「文学新聞」 1990年 2 号）。
こ の 論 争

　 で は 世 代の 問題， 精 神的 な危機感 や 個 の 喪失 の 問題 な ど， 小説 の 皙学的 な側面が 争

　 点 とな っ て い る c

　　 ま た ， 全訳 で は な い が 《Soviet　 Literature＞＞ 誌 の 1989年 7 月 号 に は 英訳が の り ，

　 同誌 の 1990年 9 月号 に は
，
Texas 大学 の E．T ．　Rich 氏 に よ る作 品論 が 発蓑 され た 。

　 （「Mortality，　Immortality，　and 　Anatoli　Kim ’

s
“ Father−Forest”

」 by　 Elisabeth

　 T ．Rich）

（8） 1989年か ら韓 国 で 発表 され た 1乍晶 は 次 の 通 りで ある （随筆 と短編小説）。
卩 シ ア 語

　 の 原文 は あ とか ら， ソ 連 で 発行 され て い る 朝鮮語 の 新 聞 厂高麗 日報」　の 週刊付録や

　 作品 集 を通 じて 発表 さ れ る 。

　 「神 よ ， 私 は 本 当に 韓 国に 来て ます か 」（「東 亜 日報 」1989年 9 月30 日）

　 「海豹 の 夢」 （厂東亜 日報」 1990年 1 月 1 日）

　 「ぼ くは 朝鮮人 な の か ，
卩 シ ア 人 な の か 」（「東 亜 日報」 1990年 2 月 3H ）

　 「朝鮮 と P シ ア の ク リ ス チ ャ ソ 」（「東亜 日報」 1990年 3 月 3 日）

　 「朝鮮 の 老人 （CTapble　Kope 触 bl）」（「東亜 日報」正990年 5 月 30 日）

　 「思 母 曲 （Hnaq 　no 　MaTepH 　B　Ceyne ）」（「東 亜 日報 」1990年 7 月 24日）

　 「世 界 市 民 （Ppa＞KJzaHvaHM 　Mupa）」 （「東 1且i日報」1990年 9 月 19 日）

ほ か に は
， 韓国 で 書 ぎお ろ した シ ナ リ オ 「双UKaH 　 KaMbllllOBafi 　KorllKa 」 （1990年 7 月

号 の 「世 界女性」誌）， 紀 行 文 ，
イ ソ タ ヴ ュ

ー
， 座談 会 ， 講演 の 記 録な ど が あ る

。

（9）　 7 つ の 中編 の 創作年 と発褒年は 次 の 通 り。

　＜＜Co6HpaTenn　TpaB ＞）　（1968− 71／1976）

　（〈　il【oKJIoH 　o ！lYBaHqHKY 》　（〜／1975）

　《CoJ圧oBbHHoe 　∋xo 》　（1976／1977）

　〈（nyKoBoe 　noJle ）〉 （197e− 76／1978）

　《JIOToc＞）　（？／1980）

　《yTonHfl　ryPHHa＞＞ （？／1981）

　＜＜He（PpHToBblP　nOHC ＞＞ （？／1981）

（正◎　『プ ー
シ キ ン 館』 は ソ 速 で は 不 完全 な も の と して 発 表 され た 。

ア
ー

デ ィ ス 版は 1978
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　 年 。

（11）　CM ・二 く＜nHT ．　ra3eTa ＞＞　1986 ，
　J丶Sg　26，　c．3 ．

  　CM ・： Cnop 　o　HoBoM 　poMaHe　A ・KHMa ．　JT ， 1985， 13 φeBpaJIH ．

　　　 06cy＞KAaeM 　poMaH−cKa31 くy　A．　KHMa ．　nO ，
1985

，
　Ng　8．

（墫　 こ の 小説か ら主入公 の 伝記 的事 実を い くつ か 取 り 出 し ， キ ム の 伝記 に そ れ ら も つ

　 け 加 え る こ と に よ る誤 謬が ソ 連や，特 に ア メ リ カ の 学者に 目立 つ
。

  　＜060poTeHb ＞に 適当な 日本語は な い 。 ドイ ツ 語版 の 場 合は 造語 と し て 〈Wandling＞

　（← Wandlung ） と 訳 し て い る
。

ド イ ツ 語 版 の 『りす』 は Thomas 　Reschke の 訳で

　1987年 （Paperback は 1989年）出版 され た
。

  　「Sowjetunion　heute 」言志， 1986年 1 号 ，
　 P．53，

  　同 ， p．54．

（iO　CM．： ＜＜JlvaT．　yqe6a》 1983，」丶西 4，　c．56．

  　CM ．： Bn．　BoHAapemKo ．　Cny＞＋cvaTb　vacTliHe．《ArvaTaTop》 1988
，
　NQ　13，

　c．37．

  　ア ン リ ・り ＝ バ
ッ ク， 山崎庸一郎訳 『永遠 に 女 性 的 な る も の』， 法 政大 学 出版 局 ，

　 1980年 ，
44− 46頁 ， 108頁 6

Ci（）　た と え ば ， カ フ カ の 『変身』（Di6　Verwandlung ）は ロ こン ァ 語 で は 〈HpeBpa   eHue ＞

　に な り ， 宗教 的 な 「変容 」（藉身，託身）は 〈Bonno 皿 eHHe ＞ と書 く。

¢り　CM・：　CBeTJ江aHa 　CeMeHoBa・　Bocxo八fi【1．kee　JEBH》KeHHe ，　Hooc ΦepHble 　HJIeH

　Bn 田 TepaType ．《OKTfi6pb＞＞ 1989
，
　JN嶐 2．

　　 ソ 連に お け る 本格的 な 「HoocΦepa 論」 は 1985年 か ら始 ま っ た と 言 っ て も過言 で

　 は な い
。

シ ャ ル ダ ソ の 代 表 的な著作『現象 と し て の 人間』の 訳 《ΦeliO飄eH 　ge 丑 OBel ＜a＞＞

　は 1965年に 出 て
，

1970年 に は く＜TetifipAH3H＞〉 （E．　M ．　 Ba60coB，　 MHHcK ） と い う本

　 ま で 出版 され た の も事実 で あ る が
， 「個 人 の 理 性 」や 「個 入 の 精神」 を も前 面 に 出 し

　な が らス タ ーリ ン 主義 の 見なお し ま で 取 りあげ る 「HoocΦepa 論 」は 1985年か ら で

　あ り，
＜＜Φel・loMeH 　qe ．uoBeKa ＞＞ も1987年に 再 び 出 版され た 。

　　CM・： Hooc Φepa − 3To　He 騒 36e 》KHo ！　∬F，
1985

，
130PeBpanfi ．

　　　　 HOOC ΦEPA ： nyxoBHblVa　MHp 　qenoBeKa ．　JleHH3双aT ，
1986

　　　　 LlenoBeK 　x　HOOC ΦEPA ．　 H ．　 Mo 躍ceeB ，
　 M ， 1990

　ほ か に
， 文学作 品や 評論 集 ， 文学研 究書と して も 「人 間 と 自然」， 「宇宙的」 視点に

　よ る 試み が 発表 さ れ つ つ あ る
。 代表 的な も の と し て は 　｝〈OHCT ．　 KeAPOB 　と　M ．

　AaBblJLoBな ど に よ る作品 ，
　 N ．3nlllTeitHの 研 究書 ，

　 C．　CeMeHoBa の 評論が あ る 。
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KoMrro3Hll"fi u  cTHnHcTHKa  poMaHa-cKa3I<H AHaTonMfi KHMa K6enKaD

    - v

I-oH EHp  LIOIil

      HpoH3BeAeHuH  A. KHMa, pyccKoro nMcaTena  KopeilcKoro  npoHcxo>f<AeHH",

Bbl3Ba"H  HeMano  crropoB  c caMoro  Haga"a,  l<orlla no"BnnHcb  epo  "epBble  paeeKa3bl,
ony6rmKoBaHHbieBneHHHrpancKoM  >KypHaneGABpopaDB1973  rony.  KaK  TeHKni

cTHn"cT,  A. K"M  He  pa3 gKenepHMeHTnpoBa]  B o6JIacTH KOMno3liHHH  H

CTH"vaCTHKn,  oco6eHHo  B TaK"x  npoi{3BeneHH"x,  i<aK goBec'rb  (JIoTocD  (1980),
poMaH-eKa3Ka KSexKa)  (1984) H poMaH-npMTga  KOTeil-JIecD  C1989).
     Mofi pa6oTa HocBfiureHa  aHanH3y  uenocTHopo  Tel<cTa  nepBoro  POMaHa
A. KHMa KBemxaD  Ha pa3Hbix ypoBHfix ero  cTpyKTypHoro  cBoeo6pa3Hfi  U

cmnHcT-ecKoti  oco6eHHocTH.  C  gTHx  ToyeK  3peH""  Mbl  n 

'llonblTaeMc"

paccMoTpeTb no"H(PoHHuecKoe  nocTpoelme,  ocHoBoil  KoToporo  HBxfleTcfi

gKc"epvaMeHTanhHa"  KoMno3HuH"  g'roro  npoM3BeAeHHfi･

     }<oHllenuHfi 
"ueJoro"

 nonva(PoHugecKoro  poMal{a, BblnBHHyTafi  M. IVZ.

6axTHHblM B  KauecTBe  HoBoro  poMaHHoro  >xaHpa,  Kal< oH  caM  npH3HaeT,  etlge

ocTaeTcfl  c]o>KHoti  
"npo6neMoM"

 xyJco>l<ecTBeHHoro  TBopgecTBa.  nonH(PoHvageeKHe

PoMaHbl co3AaBan"cb,  KoHeqHo,  Hno  H  fiocAe  AocToeBcKoro, H  caM  M. M. 6axTHH
HnKor,!ta  He  yTBep>KJLan, HTo  AocToeBcKHth 6bm  enHHcTBeHHblM  aBTOpoM  noJH(Po-

HHgeCKHx  poMaHoB. TeM  He  MeHee,  6axaltnH He  To,nbKo  pacllIHpHn KoHUenllmO
"noaH(l}oHHHecKoro

 poMaHa", Ho  H  upHAan  eti caMoc`rofiTenbHocTb  Ha  ypoBHe
HoBopo  TBopgecl<oro  MeTolla.

     PoMaH-cKa31<a KSeaKa)--DTo  HoBafi  nollblTKa  
"qe"o
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"Xop
 >l<M3HH", 

"6eccMepTHoe
 Mbl"  H  T. n.), Bce  sTo  ycanHBaeT nonHopoHusecKy}o

KOMn03HUHK)  H  CTMnMCTHKY  POMaHa. C STvaM  BHYTPeHHHM  CTPOeM  POMaHaerlle

yBfi3brBaloTcH Mbic"b  A. KgMa  o 
"npeo6pa>iceHHM"

 
-

 (npeBpalileHHnD  x

KnePeBofl"omeHMHb,  H  
"HoocopepHble

 HAeH"  -  KoCMHgeCKUB  B3rafiJl  Ha  MvaP  H

lienoBeKa.

     Y  AHaTonufl I<xMa, Kopethlla  flo nPoHocxo)KAeHmo  H PyccKoro Ho  KynbTyPe

H  fi3slKy,  HellpeMeHHo  H  HeHaB"3HMBo  npHcyTcTByeT  euze  oar{o  noaM(l}oHHgecKoe

Hagano  -  BocToK H 3anaA, PoccM" H  Kopesl -  KoTopoe,  I<al< BepMT  KHM,

BonnoluaeT  ABe  pa3Hble HfiocTacH  oAHoro  li Toro  >Ke  cyLllecTBa.  B  cBoeM

rrepBoM poMaHe K6enKaD,  A. KHM cTpeMHnc"  coeaHHHTb  n cMHTe3HpoBaTb  6y"

nMBcKyro H  xPHCT"aH ¢ Ky}o  TPaAHllrm,  "  TaK)Ke  caMble  Pa3Hoo6Pa3Hbie TBopgecKHe

npHHumnbl:  xyno>lcecTBeHHble  H cbHnocoopcK}Ie,  g'rvagecKHe  H penHr"o3Hbie 
-

ZIT06bl  KOKa3aTb  Jlvaa"OrH3M  B nPHPOIIe  KYJbTYPH,  H nOnHopOHHro  )I<H3HM H  MHPa.
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